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　12 月 19 日、今シーズンの鏡オイス
ターハウスがオープンした。10 時の開
店前からお客さんが並び、昼時になると
満席になるほどの大盛況ぶり。その様子
を少し離れて嬉しそうに眺めるのは三

み え だ

枝
勝男さん。鏡町漁業協同組合（以下、鏡
漁協）のカキ生産部会長だ。
　三枝さんは、地元鏡町の漁師の家で生
まれ育ち、両親が漁をする姿を見ながら
育った。小さい頃は家の前でよく釣りを
していたという三枝さんだが、「自分が
漁師になるとは思っていなかった」と笑
う。高校卒業後、両親とともに働き始め、
漁師の仕事の面白さを知った。
　平成26 年１月に開業した鏡オイス
ターハウス。その始まりは長引く不漁
だった。「あさりも魚も獲れない時期が数
年続き、とにかく辛かった」と三枝さん。
豪雨水害と夏の日照りであさりが死滅
し、ノリ養殖の生産も落ち込む中、何か安
定して獲れるものはないかと模索。鏡漁
協組合員36 人でカキ生産部会を立ち上
げた。かき小屋開業から2年前のことだ。
　まずは、カキ養殖をしている長崎県や
福岡県に研修に出向き、養殖イカダの組
み方やタネの付け方などを学んだ。試験

どこにも負けない
おいしいカキを育てたい

三枝 勝男 さん   （鏡町）

鏡町漁業協同組合 カキ生産部会長

養殖で初めて養殖したカキは、まずまず
の出来だった。「カキ養殖でいこう」。部
会の意見がまとまり、部会員で自己資金
を出し合ってイカダを増やし、かき小屋
の開業を目指した。
　本格始動の1年目は身入りやカキの数
などうまくいかなかったが、研修先に相
談したり、部会員で情報交換するなどし
て、始動2年目に納得のいく状況で開業を
迎えることができた。店には２、３時間の
待ちが出る程多くの人が訪れ、「濃厚でお
いしい」というお客さんの言葉で、これま
での苦労が救われた。「八代海湾奥部はエ
サとなる植物性プランクトンが豊富で、
それを食べて成長した鏡オイスターの味
はどこにも負けません」と力を込める。
　軌道に乗り始めた今シーズンだったが、
昨年の大型台風15号の被害を受け、壊滅
的な状況に陥った。カキ養殖からの撤退の
話も上がる中、流されずに残ったイカダの
カキが予想以上によく育ち、なんとかオー
プンすることができた。「やはり漁は予測
がつかず、難しいです」と苦悩を語る。
　かきの養殖は、生存率をどれだけ上げ
るかが鍵を握る。部会では、シーズン毎
にパターンを変えながら、高い生存率と
なる環境を調査・研究しているという。
県外のカキ養殖の先輩から「養殖の仕方
を教えるからおいで」と声をかけられた
三枝さん。「来年あたり行ってみようと
思います」と意気込む。
　三枝さんたちカキ生産部会の、おいし
いカキ作りはこれからも続いていく。▲カキ生産部会員が丹精込めて育てた鏡オイス
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　1 月 10 日、
厚生会館で「八
代市成人式」が
行われました。
華やかな振り袖
やスーツ姿の新
成人約 800 人
が出席し、大人
への門出を祝い

ました。会場では級友との再会を喜
び、写真に収める姿が多く見られま
した。

今月の表紙

市立博物館 冬季特別展覧会


